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中間免震構造と PCaPC 造を組み合わせた庁舎建物の施工事例 

－（仮称）連絡ロビー・エネルギー施設建設他工事－ 
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   本建物は，既存の本庁舎 1 号館と今後建設予定の新庁舎，中央区

役所・中央区文化センターの3棟を繫ぎ，三宮地下街（通称，「さん

ちか」）から3棟への動線の基点となる役割と，地震等の災害後でも

行政運営の拠点となる本庁舎 1 号館に安定して，電気・熱エネルギ

ーを供給する役割があるため，高い安全性・信頼性・持続性が求め

られた．これらの要求性能を満たし，安定したエネルギー供給を行

うために，設備機器が地震災害時においても損傷することなく稼働

することができるように，3 階と 4 階の間に免震層を設けた中間免

震構造が採用されている．また、内部の機器設置スペースを確保す

るため，最大スパン約 13m の純ラーメン架構とし，PCaPC 造とす

ることで十分な剛性，耐力に加えて，高い復元力を確保する計画と

した．PCaPC 柱は，現場工期の短縮や，現場作業負荷の低減を目

的として中間梁レベルを含めた 2 層 1 柱として計画された． 
免震層直上の外周大梁には現場打ち PC 梁を採用し，4FL から立

ち上がる陸立ち柱を安全に支持する計画となっている．写真-1 に全

景写真を示す. 
建築概要と施工概要 

 
 

  １． 建築概要 
工 事 名 称 ：（仮称）連絡ロビー・エネルギー施設建設他工事 

発 注 者 ：神戸市 

工 事 場 所 ：兵庫県神戸市中央区加納町 6 丁目 5 番 1 号 

用 途 ：庁舎 

階 数 ：地上 8 階，地下 1 階 

建 築 面 積 ：963.9m2  

延 床 面 積 ：4,687.55m2 

構 造 ：RC 造（一部 PCaPC 造），S 造，中間免震構造 

設 計 ：日本設計・山本設計設計共同体 

監 理 ：株式会社日本設計 

建 築 施 工 ：明和・関建特定建設工事共同企業体 

P C 施 工 ：株式会社ピーエス三菱 

P C 部 材 製 作 工 場 ：ピー・エス・コンクリート株式会社 水島工場 

 （柱・梁・庇版） 

：株式会社ツルガ 本社工場 

（穴あき PC 床版） 

全 体 工 期 ：2021 年 12 月～2024 年 8 月 

P C 工 期 ：2022 年 3 月～2024 年 1 月 

２． 施工概要 
PCa 部材数は，PC 柱 58P，PC 梁 151P，庇版 28P，床穴あ

き PC 板 183P の全 420P，総重量 2,364.4t であり，約 5 ヶ月で

部材製作を完了した．図-1 に略伏図，図-2 に軸組配線図を示

す．PC 工事は，中間免震層 4 階の現場打ち PC 梁配線緊張工事

後に，上層の PC 建方工事に着手した．2 層 1 柱の PC 柱は最大

重量が 22.66t/p であったため，トレーラーで搬入し，350t クロ

ーラークレーンにて架設した．また，部材架設日と同日に PC
鋼線入線と目地モルタル打設も行ったことや，2 次緊張・グラ

ウトおよびトップコンクリート打設後の 3 次緊張・グラウトを

それぞれ 4 日で計画したことで，PC 柱 1 節分の PC 工事日数

は，約 14 日（7 日/フロアー）で実施され，在来工法に比べる

と半分以下の日数で施工できた．写真-2 に 2 層 1 柱の PCaPC
柱の施工状況を示す． 
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写真-1 全景写真 

図-2 軸組配線図

 

図-1 略伏図 
：床穴あきPC板

：PCaPC梁(スパン梁)

：PCaPC梁(桁梁)

：PCaPC柱

：現場打ちPC大梁

：緊張位置

写真-2 2 層 1 柱の PCaPC 柱の施工状況 
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概要 

プレキャストプレストレストコンクリート造と 

免震構造を組み合わせた病院の構造設計 

－（仮称）福岡中央病院建替計画－ 
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   本計画は，現在の福岡中央病院の隣に新病院を建て替えるもので，これにより延べ床面積が約 2倍となる．建設地は警

固断層の南西方向にあり，最も近い断層までの距離は約 400mと非常に近接しており，地震に対してより高い安全性が求

められた．また，病院は重要度が高く，被災後も建物を継続的に利用する必要があり，躯体の損傷や，揺れによる医療

機器類の転倒等を防ぐために免震構造を採用した． 
上部構造は将来的な病院機能の拡張を想定したレイアウト変更に対応するため，プレストレストコンクリート（以

下，PC）造によるロングスパン梁を用いて，柱の少ない広い空間を設け，耐震壁をなくす計画とした．また，プレキャ

スト（以下，PCa）工法を併用することで品質の高い建物，かつ工期の短縮を目指した． 
設計は大臣認定ルートとし，警固断層を想定した模擬地震動等を用いた時刻歴応答解析により安全性を確認した．建

物は 2棟によって構成されており，病院機能を集約した主建物（以下，免震棟）を基礎免震構造，付随する建物を耐震構

造とした． 
本稿は，免震棟における PCaPC 造と免震構造を組み合わせた構造設計について示す． 

時刻歴応答解析概要 

 
 

  １．計画概要・設計方針 
建物は地上 12 階，高さ約 58m，長辺方向約 60m，短辺方向約 36m，グ

リッドの構成は 12m×9m を基準とした PC 造によるロングスパン梁を採

用した．上部構造は柱を RC 造，梁を PC 造とし，PC 梁は柱面で圧着する

工法を用いた．建設地は地盤条件が比較的良いことから，基礎は地盤改良

の上に直接基礎とした．免震層の水平クリアランスは 600mm とし，免震

材料は外周部に鉛プラグ挿入型積層ゴムを，中央部に弾性すべり支承を配

置した（免震層のせん断変形角γ=1.0 時の一次固有周期 4.8 秒）． 
設計は時刻歴応答解析による大臣認定ルートとし，上部構造のベースシ

ア係数は 0.07 に設定した．PC 造はこれの 1.5 倍のせん断力に対し終局強

度設計を行った．図-1 に完成予想パースを示す． 
２．設計用入力地震動および解析モデル 
 設計用入力地震動は，告示波 3 波，観測波 3 波，近接する警固断層を想

定したサイト波 2 波を用いた．解析モデルは質点系モデルとし，免震層は

スウェイばね，ロッキングばねを考慮した SRモデルを用いた．上部構造の履歴モデルには PC造の特性を考慮した”岡本

モデル”を用いた．その他，解析条件の詳細は本稿に記す． 
３．解析結果 
 図-2 にレベル 2 地震動の応答結果を示す．免震層の剛性特性を考慮した各最大値を示す．最大加速度は 7 階で 216gal
と目標値 250gal 以下を満足した．免震層の最大水平変形は 46cm でいずれも性能目標値を満足した． 
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図-2 地震応答解析結果（短辺方向） 

図-1 完成予想パース 

(1)最大応答加速度 (2)最大応答変位 (3)層せん断力係数 
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